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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、HECT（E6-APカルボキシル末端に相同）ファミリーに属するプロゲスチン誘導性タンパク質をコードしています。HECTファミリータンパク質はE3ユビキチンタンパク質リガーゼとして機能し、ユビキチンを介したタンパク質分解の標的となる特定のタンパク質です。この遺伝子は、さまざまな癌で破壊されている染色体8q22に局在しています。この遺伝子は、細胞の増殖や分化の調節に関与している可能性があります。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：N末端ルール経路の構成要素であるE3ユビキチンタンパク質リガーゼ。N末端ルールに従って不安定化する特定のアミノ末端残基を持つタンパク質を認識して結合し、ユビキチン化とそれに続く分解を引き起こします（類似性による）。mRNAの成熟や転写調節に関与している可能性があります。細胞周期の進行の制御に役割を果たしている可能性があります。腫瘍抑制機能を有する可能性がある。DNA損傷応答においてDNAトポイソメラーゼII結合タンパク質（TopBP1）を制御する。胚体外発生において重要な役割を果たす。,その他：ユビキチンチオエステル形成にはシステイン残基が必要である。,経路：タンパク質修飾；タンパク質ユビキチン化。,PTM：DNA損傷時に、おそらくATMまたはATRによってリン酸化される。,類似性：HECT（E6AP型E3ユビキチンタンパク質リガーゼ）ドメインを1つ含む。,類似性：PABCドメインを1つ含む。,類似性：UBR型ジンクフィンガーを1つ含む。,サブユニット：TOPBP1に結合する。,組織特異性：広く発現している。精巣に最も多く存在し、脳、下垂体、腎臓でも高レベルで発現している。,
	研究分野
	ユビキチンを介したタンパク質分解;
	画像データ
	

	EDD抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。
	

	EDD抗体を用いたA549細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	EDD 抗体を使用した K562 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	UBR5ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1:20000に希釈した。

